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要 旨 50歳代男性，無症候性アメーバ性大腸炎の一症例を経験した．本症例では，便潜血陽
性のために施行されたCT colonography（CTC）で盲腸の変形を指摘されたことが診

断の契機となった．全大腸内視鏡検査で盲腸に潰瘍病変を認め生検でアメーバが確認され，メト
ロニダゾール内服で治癒した．本症例の経験から，CTCや通常のCT検査において回盲部に異常
所見を認めたときは，大腸癌や大腸結核・炎症性腸疾患など以外にも，アメーバ性大腸炎を含め
た感染性腸炎の存在を念頭に置くことが望ましいと考えられた．
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はじめに

　アメーバ性大腸炎は，下痢・血便・腹痛などの症
状を契機に診断されることの多い疾患であり，
CTcolonography（CTC）所見が診断の契機となっ
た報告は少ない．われわれは，腹部症状なく健診の
便潜血検査陽性のために受けたCTCにて回盲部病
変を指摘されたことが診断契機となり全大腸内視鏡
検査で診断されたアメーバ性大腸炎のまれな１例を
経験したため，報告する．

症 例

　症例は50歳代男性．主訴は大腸精査希望（便潜血
検査陽性・腹部症状なし）．平成2Ｘ年Ｙ月に，健診
便潜血検査陽性のため，本人の希望で前医でCT 
colonography（CTC）を受けた．CTCでは，盲腸
の変形がみられ，盲腸壁の肥厚や腸間膜リンパ節の
腫大もともなっていた．炎症性腸疾患や大腸癌やリ
ンパ腫を疑われ，国立病院機構関門医療センター（当
院）消化器内科紹介となった． 2 年前の同医での
CTCでは特記すべき異常を指摘されていない．既
往歴・内服歴，なし．飲酒は付き合い程度，喫煙な
なし．独身者・婚姻歴あり・子供あり，同性愛なし．
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報 告

CT colonographyでの盲腸の変形像を契機に
全大腸内視鏡検査にて診断された

アメーバ性大腸炎の一例
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